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近大高専

を
、
私
た
ち
教
職
員
・
事
務
職
員
は
心
よ
り
祝
福
し
、
歓
迎

い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
国
内
で
拡

大
し
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、
令
和
2
年
度
入
学
式
式
典
を
中

止
し
ま
し
た
が
、
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
ご
理
解
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
入
学
し
た
高
等
専
門
学
校
、い
わ
ゆ
る
「
高
専
」

は
、
実
践
的
技
術
者
教
育
を
行
う
本
科
5
年
、
専
攻
科
2
年

の
高
等
教
育
機
関
で
す
。
卒
業
生
は
高
い
専
門
能
力
を
有
し

て
い
る
と
、
産
業
界
・
教
育
界
・
国
際
社
会
な
ど
か
ら
大
き

な
評
価
と
期
待
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
高
専
制
度
創
設

当
時
に
比
べ
る
と
、科
学
技
術
の
進
展
や
産
業
構
造
の
変
化
、

人
口
減
少
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
、
高
専
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
当
初
、「
即
戦
力
と
な
る
中

堅
技
術
者
の
育
成
」
が
使
命
で
あ
っ
た
高
専
で
す
が
、
近
年

は
「
高
度
な
技
術
を
有
す
る
人
材
の
育
成
」
へ
と
変
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
A
I
、
I
o
T
、
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
製
品

の
品
質
を
競
っ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
時
代
と
は
大
き
く
異
な

る
新
た
な
社
会
を
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
形
成
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
確
か
に
機
械
・
電
気
電
子
・
土
木
建
築
の
分

野
に
も
間
違
い
な
く
情
報
技
術
の
活
用
が
進
む
で
し
ょ
う

が
、
機
械
・
電
気
電
子
・
土
木
建
築
は
こ
れ
か
ら
も
不
可
欠

な
技
術
で
あ
る
こ
と
は
間
違
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ソ
フ
ト

技
術
者
が
ハ
ー
ド
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
よ
り
も
、そ
の
逆
、

ハ
ー
ド
技
術
者
が
ソ
フ
ト
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
方
が
容
易

で
早
い
。
こ
の
5
年
間
な
い
し
2
年
間
で
、
個
々
人
が
自
分

の
選
ん
だ
分
野
の
専
門
家
で
あ
り
、
か
つ
新
た
な
技
術
革
新

に
対
応
で
き
る
高
度
な
技
術
を
有
す
る
人
材
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
本
校
は
「
個
性
を
尊
重
し
た
、
き
め
細
か
い
教
育
」
を
実

践
し
、
学
生
全
員
が
希
望
の
進
路
を
つ
か
み
取
れ
る
よ
う
、

最
大
限
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
英
検
や
T
O
E
I
C
を
は

じ
め
と
す
る
資
格
取
得
支
援
制
度
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ブ
活
動

や
学
会
活
動
を
支
援
す
る
制
度
な
ど
も
あ
り
、
努
力
す
る
学

生
が
支
援
さ
れ
、
優
遇
さ
れ
る
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
君

た
ち
は
、
遠
慮
な
く
、
自
ら
進
ん
で
、
こ
れ
ら
の
支
援
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
遠
慮
な
く
教
員
室
を
訪
ね
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
5
年
後
あ
る
い
は
2
年
後
に
、
皆
さ
ん
が
希
望
の
進
路
を

し
っ
か
り
と
つ
か
み
取
れ
、「
近
大
高
専
に
入
学
し
て
良
か

っ
た
」
と
皆
が
思
っ
て
く
れ
る
よ
う
、
教
職
員
も
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
く
近
畿
大
学
工
業

高
等
専
門
学
校
の
一
員

に
な
ら
れ
た
皆
さ
ん

学
校
長
　
村
田
圭
治

以前からアニメや漫
画、絵を描くのが好き
で、アニメのクリエイ
ターやウェブデザイナ
ーになりたいと思って
いました。家から近く、
高専名張祭には毎年行
っていたので、なじみ
のある近大高専に進め
て良かったです。中学
では特に数学を頑張っ
てきました。パソコン
を使った技術について
もっと学びたいです。

2つ上の兄が近大高専に
通っていて、高校より
学ぶ範囲が広く、学習
する力が身につくと聞
いていました。学校説
明会に参加した時、先
生方が「好きな勉強が
いくらでもできるよ！」
と勧めてくださり、と
ても興味がわきました。
将来は、新しい機械を
作って社会に貢献する
ような、創造的な仕事
をしてみたいです。

工業系に進んだ兄と姉
の影響もあり、工業高
校で3年間学びました。
就職に強い高専を目指
そうと考え、編入試験
を受けました。自然が
たくさんあるこの名張
の近大高専で、工学の
勉強に2年間しっかり取
り組み、世界に誇れる
日本の工業技術の一端
を身につけたいと考え
ています。

時田茉莉亜さん

廣川滉生さん

田澤美奈さん

（名張市立南中出身）

（宇陀市立室生中出身）

（大阪府出身、淀川
工科高校より4年
次編入）

パ
ソ
コ
ン
も
っ
と
学
び
た
い

社
会
に
貢
献
す
る
仕
事
を

世
界
に
誇
れ
る
技
術
を

　
近
畿
大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
で
は
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月

か
ら
、
制
御
情
報
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
伊
賀
名
張
流
サ
イ
バ
ー
エ
ン
ジ
ニ

ア
養
成
講
座
「
忍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
同
コ
ー
ス
の
科
目
を
「
サ
イ
バ
ー
・
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
」「
W
E
B
・
C
G
・
ゲ
ー
ム
」「
A
I
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
」
の

3
群
に
細
分
化
し
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
精
通
し
た
バ
ラ

ン
ス
の
良
い
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
の
育
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲

遠
隔
臨
場
感
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
実
験
の
様
子

▲

忍者の絵
柄を使った
「忍プロジェ
クト」3群の
シンボルマ
ーク

人
が
入
学
し
ま
し
た
。
卒

業
式
・
入
学
式
と
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
式
典
は

行
わ
ず
、
コ
ー
ス
別
・
ク

ラ
ス
別
に
証
書
授
与
や
説

明
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
本
科

（
5
年
生
）
1
6
8
人
、

専
攻
科
12
人
が
本
校
を
巣

立
ち
、
令
和
2
年
度
は
1

年
生
1
6
9
人
、
4
年
次

編
入
生
17
人
、
専
攻
科
9

卒業＆入学式
中止に

新型コロナ影響で

　
伊
賀
名
張
流
サ
イ
バ
ー
エ

ン
ジ
ニ
ア
養
成
講
座
「
忍
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
環
境
整

備
と
し
て
、
既
存
の
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
室
に
改
修
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
自

由
に
動
か
す
こ
と
の
で
き

る
可
動
机
・
椅
子
を
採
用

し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

発
表
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
新
の
「G

o
o
g
le

 

C
h
ro
m
e
b
o
o
k

」
を

1
人
1
台
使
用
で
き
る
他
、

無
線
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
や

6
台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

整
備
し
、
I
C
T
を
活
用
し

た
能
動
的
な
授
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
知
っ
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
に
と
、
新
教
室

の
見
学
も
兼
ね
た
「
親
子
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
」
を
3

月
に
開
催
す
る
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
延
期

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
改

め
て
開
催
で
き
た
際
に
は
、

手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
「m

ic
ro
:b
it

（
マ
イ
ク
ロ
ビ
ッ
ト
）」
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
本
物
の

小
さ
な
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た

自
動
操
縦
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
を
皆
さ
ん
に
体
験
し
て

頂
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＰＣ教室改修
最新機器整備
アクティブラーニング室

大勝建設㈱ 　　　　　　　　　1
東栄ホームサービス㈱　　 　　　　　1
窪田工業㈱ 　　　　　　　　　1
大鉄工業㈱ 　　　　　　　　　1
通信土木コンサルタント㈱ 　　　　　1
㈱ミライト  　　　　　　　　　　　　1
㈱吉川組 　　　　　　　　　1
ジョンソンコントロールズ㈱　　　　　2
大豊建設㈱ 　　　　　　　　　2
日本電産㈱ 　　　　　　　　　1
キヤノン㈱ 　　　　　　　　　　　　1
日本空港テクノ㈱ 　　　　　　　　　1
関西電力㈱ 　　　　　　　　　2
キヤノンメディカルシステムズ㈱ 　4
キリンビール㈱ 　　　　　　　　　1
前田道路㈱ 　　　　　　　　　1
㈱鴻池組 　　　　　　　　　2
三菱電機ビルテクノサービス㈱ 　1
ナブテスコ㈱津工場 　　　　　　　　1
ダイキン工業㈱ 　　　　　　　　　4
東海旅客鉄道㈱ 　　　　　　　　　3
富士通㈱ 　　　　　　　　　1
西日本旅客鉄道㈱ 　　　　　　　　　3
東京ガス㈱ 　　　　　　　　　1
日東電工㈱ 　　　　　　　　　1
新東工業㈱ 　　　　　　　　　1
㈱JALエンジニアリング　　　　　　　1
パナソニック㈱オートモーティブ社 　　1
関西エアポートテクニカルサービス㈱   3
㈱日立ビルシステム  　　　　　　　　2
京セラ㈱滋賀工場 　　　　　　　　　1
ホソカワミクロン㈱ 　　　　　1
富士電機㈱川崎工場 　　　　　1
㈱カネカ 　　　　　　　　　　　　　1

㈱エクセディ  　　　　　　　　　　1
㈱NTT東日本-南関東　　　　　　    1
㈱NTTフィールドテクノ 　　　　　　1
近畿日本鉄道㈱ 　　　　　　　　1
㈱ハイマックス 　　　　　　　　1
青木あすなろ建設㈱ 　　　　1
鳳工業㈱ 　　　　　　　　1
㈱熊谷組 　　　　　　　　1
JFEシビル㈱ 　　　　　　　　4
㈱ナルックス  　　　　　　　　　　3
㈱安部日鋼工業 　　　　　　　　1
㈱イシダ 　　　　　　　　　　　　1
日本貨物鉄道㈱ 　　　　　　　　1
東芝機械㈱ 　　　　　　　　1
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 1
フジテック㈱ 　　　　　　　　2
F.C.C.㈱ 　　　　　　　　　　　　1
大成ロテック㈱ 　　　　　　　　1
花王㈱ 　　　　　　　　　　　　1
本田技研工業㈱ 　　　　　　　　2
サントリービール㈱京都工場  　　　1
サントリースピリッツ㈱梓の森工場 2
サントリースピリッツ㈱大阪工場　　1
ｻﾝﾄﾘｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ㈱天然水南ｱﾙﾌﾟｽ白州工場 1
MES-KHI由良ドック㈱ 　　　　1
コマツ  ㈱小松製作所 　　　　1
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ﾗｲﾌｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社  津工場  2
㈱横井製作所 　　　　　　　　1
コクヨ㈱　三重工場 　　　　　　　2
㈱タカキタ 　　　　　　　　　　　1
㈱ワールドコーポレーション　　　   1
東芝エレベータ㈱ 　　　　　　　　1
㈱グレイ美術 　　　　　　　　1
ファナックサーボ㈱ 　　　　1
住友電設㈱ 　　　　　　　　1
㈱三宅デザイン研究所 　　　　1
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱　 2

ネクストウェア㈱ 　　　　　　　　1
大日精化工業㈱ 　　　　　　　　1
陸上自衛隊（中部方面一般曹候補生） 1
東芝キャリア㈱ 　　　　　　　　1
㈱アークレイファクトリー 　　　　　1
ニプロファーマ㈱伊勢工場 　　　　1
コベルコ建機日本㈱ 　　　　1
三菱電機システムサービス㈱ 1
昭和電機伊賀㈱ 　　　　　　　　1
名張市役所 　　　　　　　　1
㈱NTTファシリティーズ 　　　　　　1
丸亀産業㈱ 　　　　　　　　1
旭化成㈱ 　　　　　　　　1
㈱日研工作所 　　　　　　　　1
キリックスグループ   　　　　　　　1
ﾎﾞﾙｸﾞﾜｰﾅ ・ーﾓｰﾙｽｼｽﾃﾑｽﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 1
㈱HYSエンジニアリングサービス    　1
長谷川鉄工㈱ 　　　　　　　　1
㈱タカトリ  　　　　　　　　　　　1
㈱中里工務店 　　　　　　　　1
㈱タケナカ 　　　　　　　　　　　1
アマゾンジャパン合同会社 　　　　1
三甲㈱ 　　　　　　　　　　　　1
㈱弘洋コンサルタンツ          　　　　1
㈱マキシンコー　　　　　　　　　 1

【就　　職】

【進　　学】

【専攻科・就職】

124

33

9

計

計

計

【専攻科・進学】

3計

国公立大学 
　奈良工業高等専門学校　専攻科 1
　鈴鹿工業高等専門学校　専攻科 2
　三重大学　工学部 　　　　1
　長岡技術科学大学　工学部 5
　豊橋技術科学大学　工学部 6

近畿大学 
　近畿大学高専　専攻科 　　　　8
　近畿大学　理工学部 　　　　1
　近畿大学　建築学部 　　　　2
その他私立大学 
関西大学　総合情報学部　 1
立命館大学　理工学部 　　　　1
名城大学　理工学部 　　　　1
神奈川工科大学　創造工学部　 1
早稲田大学　基幹理工学部　　　　　 1

専修学校 
大阪ｽｸｰﾙｵﾌﾞﾐｭｰｼﾞｯｸ専門学校　ｽｰﾊﾟｰeｴﾝﾀｰﾃｲﾒﾝﾄ科 1
　京都建築大学校 　　　　1

エフティテクノ㈱ 　　　　　　　　1
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ㈱ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ社 1
村田機械㈱ 　　　　　　　　1
㈱ユーシン精機 　　　　　　　　1
山崎製パン㈱ 　　　　　　　　1
キクカワエンタープライズ㈱ 1
明和工業㈱ 　　　　　　　　1
㈱アルテクス 　　　　　　　　1
㈱帝国機械製作所 　　　　1

奈良先端科学技術大学院大学　　　2
近畿大学大学院　　　　 　　　　1

～どんな技術者を目指しますか？～

W
E
B
・
C
G
・
ゲ
ー
ム

サ
イ
バ
ー
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

A
I
・
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
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市
民
公
開
講
座

令
和
元
年
度
開
催
分

オープンキャンパス
（いずれも土曜開催）

近大高専を体感しよう！

新  任  教  員  紹  介
九州の有明高専建築コースに勤
務していました。専門は建築環境
工学（温熱環境）です。環境弱者
といわれる乳幼児から高齢者ま
で、健康に暮らせる建築環境を目
指して研究に取り組んでいます。
建築は日々の暮らしそのもので
す。生活を通して、多くを学んで
もらえるように努力していきた
いと考えています。どうぞよろし
くお願いいたします。

大阪大学で物性理論で学位を取
得し、その後、東京理科大・阪大・
神戸大・九州大で教育・研究に
従事してきました。名張市には
親類もおり、縁は深く懐かしい
です。専門は凝集系物理の理論、
特に第一原理計算による電子状
態計算ですが、最近は機械学習
と物性理論を組み合わせた物質
設計にも取り組んでいます。ど
うぞよろしくお願いします。

3月末までロボット開発の会社を経
営していました。企業の点検・移
動ロボットなどの試作機を作って
きました。パーティーやライブな
どを盛り上げる装置の開発は楽し
かったです。今は「ヒューマン・
インターフェース」という、人の
表情からロボットを制御する研究
をしています。例えばターミネー
ターが泣いている主人公に対して

「Good luck ！」のジェスチャーが
できるような制御です。皆さんと
一緒に研究できたらと思います。

伊藤大登君、土井康弘君、
谷戸快地君、水谷怜南さん

西村美月さん、武野ゆずはさん武野ゆずはさん、吉松陽菜さん

松
本
勇
樹
君
、
高
橋
明
太
郎
君

　
　
　
　
　
　
　
高
山
聖
悟
君

長谷川尚哉

近藤恵美

舩島洋紀

（機械システムコース）

（都市環境コース）

（制御情報コース）

【
第
1
回
】
5
／
18

森
田
日
出
男
氏
（
元
・
日

産
自
動
車
品
質
開
発
部
）

【
第
2
回
】
6
／
22

今
井
寛
氏
（
三
重
大
学
医

学
部
附
属
病
院
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
長
）

【
第
3
回
】
9
／
7

清
水
潔
氏
（
前
・
皇
學
館

大
学
学
長
）

【
第
4
回
】
10
／
19

細
井
美
彦
氏
（
近
畿
大
学

学
長
）

【
第
5
回
】
11
／
2

安
井
宣
仁
氏（
本
校
講
師
）

　
多
く
の
方
に
ご
来
場
頂

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
令
和

2
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り

次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動

　
主
な
成
績

　 

（
令
和
元
年
度
）

准教授

教授

准教授

【
第
1
回
】
8
月
1
日

授
業
・
実
験
を
体
験
！

【
第
2
回
】

　
10
月
17
・
18
日
（
日
）

高
専
名
張
祭
を

　
　
　
　
楽
し
も
う
！

【
第
3
回
】
11
月
7
日

授
業
・
実
験
を
体
験
！

【
第
4
回
】
12
月
5
日

　
入
試
直
前
対
策
講
座

◇

〈
学
校
説
明
会
〉

　
　
①
7
月
18
日（
土
）

　
　
②
9
月
26
日（
土
）

〈
個
別
相
談
会
〉

　
　
　
12
月
12
日（
土
）

※
状
況
に
よ
り
変
更
の

場
合
あ
り
。
問
い
合
わ

せ
は
本
校
入
試
部
ま
で

【
硬
式
野
球
部
】（
高
校
）

第
1
0
1
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
三
重
大
会

　
　
　
　
　
2
回
戦
敗
退

第
72
回
秋
季
東
海
地
区
高

校
野
球
三
重
大
会　
優
勝

第
72
回
秋
季
東
海
地
区
高

校
野
球
大
会　
ベ
ス
ト
8

※
「
第
92
回
選
抜
高
校
野

球
大
会
」
の
21
世
紀
枠
東

海
地
区
候
補
校
に
推
薦

【
サ
ッ
カ
ー
部
】

第
69
回
三
重
県
高
校
総
合

体
育
大
会　
　
　
　
3
位

第
98
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ

ー
選
手
権
三
重
県
大
会　

　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
8

【
陸
上
競
技
部
】

第
88
回
日
本
学
生
陸
上
競

技
対
校
選
手
権
大
会

三
段
跳　
優
勝　
16
m
34

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
陸

　
　
※
U
20
日
本
新
記
録

第
1
0
3
回
日
本
陸
上
競

技
選
手
権
大
会
室
内
競
技

三
段
跳　
優
勝　
16
m
23

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
陸

※
U
20
日
本
室
内
新
記
録

U
18
・
U
20
日
本
陸
上
競

技
選
手
権

走
幅
跳　
優
勝　
7
m
83

◇

第
54
回
（
令
和
元
年
度
）

全
国
高
等
学
校
専
門
学
校

体
育
大
会
　
優
勝
者

　
▽
陸
上
競
技　
東
森
夏

輝
（
4
0
0
m
H
・
54
秒

47
）、上
田
光
一（
棒
高
跳・

4
m
40
）

　
▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
団
体

（
海
堀
航
汰
、
岩
﨑
悠
斗
、

池
田
拓
真
、
東
尾
拓
海
、

伊
藤
帆
高
、
松
月
亮
太
、

内
田
創
也
、
西
川
光
喜
）

　
▽
硬
式
テ
ニ
ス
団
体

（
瀬
川
凛
太
朗
、
山
本
龍

典
、廣
瀬
翼
、杦
山
太
志
、

服
部
凌
平
、
今
村
太
紀
、

瀬
川
琉
空
）

　
▽
柔
道
個
人　
岩
崎
一

大
（
90
㌔
級
）、
内
山
裕

靖
（
73
㌔
級
）

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
陸

走
高
跳　
優
勝　
2
m
8

　
　
　
　
　
　
本
田
基
偉

令
和
元
年
度
全
国
高
校
総

合
体
育
大
会

走
高
跳　
3
位　
2
m
8

　
　
　
　
　
　
本
田
基
偉

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

第
66
回
東
海
高
校
総
合
体

育
大
会　
団
体　
3
位

（
松
月
亮
太
、
内
田
創
也
、

藤
戸
海
光
、
西
川
光
喜
、

伊
藤
帆
高
、
吉
田
悠
太
、

黍
野
恭
輔
、
水
谷
壮
太
）

各種表彰・研究発表など
「第35回わたしの提言」

論文募集　最優秀賞
（内閣府特命担当大臣賞）

「第10回   高校生の
建築甲子園」奨励賞

「第25回高専シンポ
ジウム in Kurume」

ポスター発表賞

2019年度「税に関する
高校生の作文」

上野税務署長賞

　
近
畿
地
区
6
高
専
主
催

の
「
2
0
1
9
年
度
高
専
女

子
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
昨
年
12

　昨秋の県大会で初優勝し、東海大
会にも駒を進めた野球部（高校）は、
今春開催予定だった「第 92 回選抜
高校野球大会」の 21 世紀枠東海地
区推薦校に選ばれました。惜しくも
本大会出場は叶いませんでしたが、
改めて伊賀地域、また高専として初
の甲子園出場を目指していきます。
　県大会では粘り強い守備でリズム
を作り、四日市南、いなべ総合、三
重、津商に 4 連勝。10 月の東海大
会では加藤学園（静岡）に 0‐4 か
ら追いつくも惜敗しました。
　新型コロナウイルス感染症の影響
で、春季大会は全て中止になり、新
3 年生は夏が一発勝負という異例の
スケジュールに。新 1 年生も加わり、
田島大輔主将を中心に練習に打ち込
みます。

　陸上競技部に在籍する伊藤陸君（5
年）が、2 月の陸上日本選手権室内
競技・三段跳で 20 歳以下室内日本
記録を大幅に更新して優勝。このた
び日本オリンピック委員会（JOC）
の強化指定選手に認定されました。
　昨秋の日本インカレでは自己記録
を 30 センチ以上伸ばし、20 歳以下
の日本記録を 42 年ぶりに更新する
16 メートル 34 で優勝。陸上競技部
はインターハイ・インカレなどで好
成績を収めた卒業生も多く、昨年 5
月には県の強化指定運動部に認定さ
れました。「10 代でこのような強化
指定選手に選ばれ光栄。世界で戦え
る選手を目指したい」と意気込んで
います。

　昨夏、鈴鹿サーキット国際レー
シングコースで開かれた「Ene-1 
Challenge」の KV‐BIKE 部門に
本校「ものづくり工房」の学生らが
出場し、大学・高専・専門学校部門
で 2 連覇を達成しました。
　自転車を改造し、パナソニック社
製の充電池 40 本を用いてサーキッ
トを走行し、性能を競うものです。
初出場だった 2018 年はクラス 2 位

　
昨
年
5
月
13
日
か
ら
20
日

ま
で
、
交
流
の
覚
書
を
交
わ

し
て
い
る
英
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

ー
近
郊
の
「
チ
ェ
シ
ャ
ー
カ

レ
ッ
ジ 

サ
ウ
ス
＆
ウ
エ
ス

ト
」
を
学
生
3
人
、
教
員
2

人
が
訪
問
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
、
研
修
、
実
習
な
ど
を

経
験
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
レ
ン
ガ
積
み

　
防
災
活
動
を
通
じ
た
地
域

貢
献
を
目
指
し
、
学
生
た
ち

に
よ
る
「
消
防
防
災
サ
ー
ク

ル
」（
略
称
・
K
D
P
C
）

が
昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

　
外
国
語
指
導
助
手
（
A
L

T
）
と
し
て
名
張
市
内
の
学

校
で
教
え
て
い
る
ネ
イ
テ
ィ

ブ
の
先
生
方
を
招
き
、
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
英
会
話
を
楽

し
む
「E
ig
o

 C
a
fe

」

を
昨
年
7
月
か
ら
、
名
張
市

民
産
学
金
官
連
携
協
議
会
の

協
賛
を
得
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

　学生が工夫を凝らした模擬店やライ
ブ、地域の皆さまによる華やかなステー
ジ、マグロの解体ショー、工作体験が
できる「テラスハウス」、親子で遊べる

「わんぱく王国」、プログラミングやもの
づくりの体験などさまざまな企画があり
ました。好天に恵まれた最終日は恒例の
餅まきに続き、シンガーソングライター
井上苑子さんのスペシャルライブで締め
くくりました。テーマの通り「今しかな
い！」名張祭ができました。ご協力頂い
た皆さまに心から感謝いたします。
　今年の高専名張祭もお楽しみに！

し
た
。1
月
ま
で
に
計
6
回
、

毎
回
20
～
30
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

10
月
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

ま
し
た
。

　
名
張
市
消
防
本
部
や
名
張

市
消
防
団
の
協
力
を
得
て
、

昨
年
6
月
の
消
防
団
訓
練
を

皮
切
り
に
、
少
年
消
防
ク
ラ

ブ
体
験
学
習
や
川
西
・
梅
が

丘
地
域
づ
く
り
委
員
会
の
自

主
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
普

10/18 ～ 20

月
、
東
大
阪
市
の
ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま

し
た
。
現
役
の
女
子
学
生
た

後
藤
武
志
教
授
（
現
・
非
常
勤
講
師
）

ち
が
中
学
生
や
保
護
者
、
企

業
参
加
者
に
向
け
、
高
専
で

の
生
活
・
専
門
教
育
や
研
究

を
通
じ
て
の
自
分
の
成
長
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
本
校
も
2
0
1
3
年
以
降

毎
年
参
加
し
、
今
回
は
2
年

生
2
人
が
「
学
生
生
活
」、

3
年
生
1
人
が「
専
門
教
育
」

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
発
表
。
そ

の
後
に
は
出
展
企
業
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
聞
く
機
会
も
あ

り
、
62
社
1
4
6
人
の
女
性

技
術
者
の
活
躍
や
、
男
女
共

同
参
画
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。

に
ち
な
み
「T

rick

 o
r 

T
re
a
t

」
と
言
っ
て
キ

ャ
ン
デ
ィ
ー
を
も
ら
う
ゲ
ー

ム
や
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
仮

装
を
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
学
生
だ
け
で
な
く
市
民

の
皆
さ
ま
に
も
参
加
頂
け
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
今
年
度

も
開
催
予
定
で
す
が
、
状
況

に
よ
り
延
期
・
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

通
救
命
講
習
の
受
講
な
ど
、

約
20
人
の
学
生
が
精
力
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

実
習
、
建
築
物
模
型
作
成

実
習
、
英
語
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
3
D
‐

C
A
D
実
習
な
ど
を
体
験

し
、
地
域
自
然
研
修
や
歴
史

文
化
研
修
に
も
精
力
的
に
出

向
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

今
回
の
訪
問
に
よ
っ
て
数
々

の
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し

た
。
次
回
は
本
校
が
訪
問
を

受
け
る
側
と
な
り
ま
す
。

英
語
カ
フ
ェ

高
専
女
子
フ
ォ
ー
ラ
ム

英
国
と
の
交
流
研
修

消
防
防
災
サ
ー
ク
ル

で、大学・高専・専門学校部門では
初優勝。今年は大学・高専・専門学
校部門と一般部門に 1 台ずつエント
リーし、一般部門と大学・高専・専
門学校部門で構成するクラスⅠは昨
年度に続き準優勝、ライダーの最低
重量が異なるクラスⅡを含めた総合
では 3 位となりました。

▲ ▲昨秋の
東海大会の
様子

甲子園へ
あと一歩

「KV-BIKE」で連覇達成

県優勝・21世紀枠候補

野球部

ものづくり工房

J
O
C
強
化
選
手
に

陸
上
・
三
段
跳
　
伊
藤
陸
君

　
昨
年
、
制
御
情
報
コ
ー
ス
5
年
の
前

田
耕
輔
君
が
、国
史
跡「
夏
見
廃
寺
」（
名

張
市
夏
見
）
を
V
R
（
仮
想
現
実
）
映

像
で
復
元
し
ま
し
た
。

　
V
R
用
ヘ
ッ
ド
セ
ッ
ト
を
着
け
る

と
、
千
年
以
上
前
に
失
わ
れ
た
金
堂
や

講
堂
、
三
重
塔
が
眼
前
に
よ
み
が
え

り
、
伽
藍
を
自
由
に
歩
き
回
っ
た
り
金

堂
の
扉
を
開
け
て
黄
金
色
の
仏
像
レ
リ

ー
フ
を
鑑
賞
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
3
年
ほ
ど
前
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

な
い
か
」
と
の
声
を
頂
き
、
当
時
2
年

生
だ
っ
た
前
田
君
は
実
際
に
夏
見
廃
寺

展
示
館
へ
行
き
、
い
く
つ
か
の
資
料
を

入
手
し
ま
し
た
。
市
が
所
有
す
る
柱
穴

の
図
面
を
元
に
、
1
年
余
り
か
け
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
C
G
）

で
4
棟
を
描
画
し
、
更
に
1
年
が
か
り

で
V
R
に
移
植
し
ま
し
た
。

　
見
る
方
向
に
合
わ
せ
て
映
像
が
動

き
、
あ
た
か
も
伽
藍
に
い
る
よ
う
な
体

験
が
で
き
る
他
、
別
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
を
操
作
し
、
前
進
し
て
建
物
に
入
っ

た
り
、
空
を
飛
ん
で
寺
全
体
を
見
下
ろ

し
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
名
張

市
長
よ
り
感
謝
状
も
頂
き
、
今
後
、
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
高
専
名
張
祭
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
積
極
的
に
活
用

し
、
地
域
の
盛
り
上
げ
に
貢
献
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲

復
元
イ
メ
ー
ジ

夏見廃寺を
ＶＲで復元
金堂や塔が眼前に

'


